
男女共同ですすめる腎臓学のキャリアプラン

男女共同参画委員会：
更なるステップアップに向けて

第53回日本腎臓学会総会 男女共同参画委員会企画
100617 ポートピアホール

日本腎臓学会男女共同参画委員会委員長

財）田附興風会医学研究所 北野病院腎臓内科

武曾恵理



医師のキャリア形成パス

医学部入学

医学部卒業（国家試験合格）

一次研修
大学院入学

大学院卒業

助手

講師

助教授

教授

後期研修

勤務医医員

部長

執行部（院長）

医院 病院 経営

医長

学位取得

一次研修

大学医学部

市中病院 個人病・医院

大学病院
医員

保健所
衛生局
厚労省
など

行政

専門医認定・指導医認定



女性医師のキャリア形成のイベント

医学部入学

医学部卒業（国家試験合格）

一次研修
大学院入学

大学院卒業

助手

講師

助教授

教授

後期研修

勤務医医員

部長

執行部（院長）

医院 病院 経営

医長

学位取得

一次研修

大学医学部

市中病院 個人病・医院

大学病院
医員 結婚・出産



女性医師のキャリア形成のイベント

出産育児の壁
医学部入学

医学部卒業（国家試験合格）

一次研修
大学院入学

大学院卒業

助手

講師

助教授

教授

後期研修

勤務医医員

部長

執行部（院長）

医院 病院 経営

医長

学位取得

一次研修

大学医学部

市中病院 個人病・医院

大学病院
医員 結婚・出産

パートタイマー
嘱託医

休業
主婦



女性医師のキャリア形成のイベント

出産育児の壁
医学部入学

医学部卒業（国家試験合格）

一次研修
大学院入学

大学院卒業

助手

講師

助教授

教授

後期研修

勤務医医員

部長

執行部（院長）

医院 病院 経営

医長

学位取得

一次研修

大学医学部

市中病院 個人病・医院

大学病院
医員 結婚・出産

パートタイマー
嘱託医

休業
主婦

専門医認定・指導医認定



医学部入学

医学部卒業（国家試験合格）

一次研修
大学院入学

大学院卒業

助手

講師

助教授

教授

後期研修

勤務医医員

部長

執行部（院長）

医院 病院 経営

医長

学位取得

一次研修

大学医学部

市中病院 個人病・医院

大学病院
医員 結婚・出産

パートタイマー
嘱託医

休業
主婦

女性医師のキャリア形成のイベント

キャリアアップの壁

専門医認定・指導医認定

学会意思決定機関への参入



パートタイマー女性に対するアンケート（学歴別の結果）

厚生労働省

どのような責任をもって働きたいですか。

瀧野敏子氏作成



学会男女共同参画委員会の必要性の背景
医師全体に占める女性医師の割合上昇

H12年：医師総数の14．3％
H21年：医学部卒業生の33%は女性

出産、育児を期に、現場で活躍しつつける女性医師の数が減尐
→学会活動の休止、モチベーションの低下の可能性
原因：
• 厳しい勤務医の労働条件
• 妊娠、出産，育児などを契機現場復帰が不可
• 上位医師のモデルがいない
• 学会内での専門医、指導医資格の取得条件への配慮の欠如
• 学会意思決定機関への参加の壁
結果：
• 残された男女の勤務医の勤務環境が増悪
• 医療の疲弊
• 学会員の減尐、専門医レベルの低下、研究レベル低下

日本の医療レベルの低下からの医療崩壊



日本腎臓学会男女共同参画委員会の
設立の経緯とその歩み

2006.4.2. 下条文武理事長に腎臓学会の男女参画委員会設立必要性を上奏

2006.8.8 菱田明理事長から武曾恵理評議員へ男女共同参画委員会設立案の要請書簡

「腎臓学会の女性医師を増やし、女性医師の活躍の場を保証し、腎臓学会が男女共同参画社会のあ
りかたにふさわしい組織となる為に、腎臓学会が行うべき行動指針の作成」

1. 役員（理事・幹事）や委員会・連絡委員などのメンバーに女性医師の数を増やす。

2. 中堅女性医師の学会活動への参加を支援し、学会での査読委員・座長への積極的登用など、将来の役員候
補の育成に取り組む

3. 他の女性医師の会とも連動して、支援策をまとめ、若い女性医師の意見を訊くアンケートの実施他

2006.8.12 「日本腎臓学会男女共同参画委員会設立にむけて」送付

2006.10.23 委員会委員の陣容決定、企画委員長、理事長承認

2006.12.4 日本腎臓学会理事会で委員会設立と基本方針の承認

2007.5.26 第50回日本腎臓学会学術総会（菱田明会長）

特別企画：男女共同参画委員会設立シンポジウム開催

「男女で育む腎臓学会の未来像・女性腎臓専門医へのキャリア支援」

2008.4.1 男女共同参画委員会委員の理事・評議員・学会各委員への委嘱

2008.5.31 第51回日本腎臓学会学術総会特別企画シンポジウム（斎藤喬雄会長）

2009.6.5. 第52回日本腎臓学会学術総会特別企画シンポジウム（藤田敏郎会長）

2010.6.17 第53回日本腎臓学会学術総会特別企画シンポジウム開催（槇野博史会長）

その他、東部・西部部会で、パネルディスカッションを開催



Mission （使命）：より多くの医師が、個々の仕事、生活の多様性を尊重しつつ、

腎臓学への取り組みを通じて男女共同で支える豊かな医療を推進する

Goal （到達目標）とStrategy （方策）
１．次世代の腎臓学の担い手を育てるため、増えている女性医師への啓発、広報をおこなって

専門医志望者の増加をうながしゆとりある医療，研究の場を提供する

・初期研修での腎臓学の啓発と女子医学生への教育

・HPでの、委員会設立広報

・総会でのシンポジウム開催と展示ブースの開設

・国内外の学会との共同

２．各部門のリーダーとなる医師を性差なく押上げ、男女共同して腎臓学の医療、研究、教育の充実をはかる

・人材発掘と登用

・役員内の男女均衡アクションによるサポート

３．あらゆる生活の局面で、腎臓学の高い専門性を維持してキャリアを途絶えさせないシステムを構築する

・育児中の常勤、非常勤医受け入れ施設の広報

・現場復帰プロジェクト（卒前、卒後研修委員会）

・認定医、専門医制度の改変

・日本透析医学会との連携

４．職場環境、家庭環境に応じた参加しやすい学会運営を目指

・託児所の設置を常態化

５．成長途上の医師が腎臓学と取り組む上での問題に直面した際、孤立を防ぎキャリア継続と向上への

意欲をサポート

・相談窓口の開設

日本腎臓学会男女共同参画委員会
Mission（使命）・Goal（到達目標）・Strategy(方策)



日本腎臓学会男女共同参画委員会
Mission（使命）：

より多くの医師が、個々の仕事、生活の
多様性を尊重しつつ、腎臓病への取り組
みを通じて男女共同で支える豊かな医療
を推進する。



Goal I

次世代の腎臓病学の担い手を育てるため、増
えている女性医師への啓発、広報をおこなって
専門医志望者の増加をうながし、ゆとりある医
療，研究の場を作る。

Strategy:啓発･広報
１）初期研修での腎臓病学の啓発と女子医学
生への教育
２）HPでの、委員会設立広報
３）総会でのシンポジウム開催
４）国内外の学会との連携
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男女共同参画委員会の広報啓発

１）学会HPでの広報

• 委員会でHP担当を決定する

• 学会広報委員会との連携（広報委員会に男
女共同参画委員会から委員を送る）

• 学会HPでトップページに存在をアピール

• 連携団体にリンクをはる

• 相談受け付けの可能性（検討課題）

２）広報パンフレットの作成



日本腎臓学会
男女共同参画委員会で
学会広報パンフレットを

作成しました！

• タイトルは「腎臓学への誘い」です。

• 腎臓学の幅の広さ、将来性を盛り込み、一
人でも多くの医師と腎臓学の面白さを共有
できたらと思い、作成しました。

• 配信に際しては学会広報委員会の全面的
な支援を受けています。

• カバーの色は 男女共同参画委員のここ
ろ優しさを表現するpinkを基調にしました。



腎臓学とは

腎臓学の最前線

腎臓医の活躍の様子

腎臓学の発展性



ご希望の方は・・・・・

日本腎臓学会事務局

office@jsn.or.jp
へﾒｰﾙで配送依頼してください。

着払い宅急便で送らせていた
だきます。

認定専門医までの道程とキャリアアッププラン

委員会の
Mission・Goal･Strategy

男女共同参画委員会
の設立の経緯

mailto:office@jsn.or.jp
mailto:office@jsn.or.jp


Goal I

次世代の腎臓病学の担い手を育てるため、増
えている女性医師への啓発、広報をおこなって
専門医志望者の増加をうながし、ゆとりある医
療，研究の場を作る。

Strategy:啓発･広報
１）初期研修での腎臓病学の啓発と女子医学
生への教育
２）HPでの、委員会設立広報
３）総会でのシンポジウム開催
４）国内外の学会との連携



各学術集会でのシンポジウム・
パネルディスカッション

• 内容・テーマの選び方

– 総会では全体にかかわる話題（個人史は避ける）

– 総会では全員で人選、テーマ決定をする。

– 地方会（東部、西部部会）では個人の症例も入れ
て具体性をだす。

– 地方会では当番が話題を担当

• 時間の設定

– 総会は午後、2時間はとる

– 地方会は早朝、夕方など1時間余りで他のプログ
ラムのない時間を使う
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Strategy:啓発･広報
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第４６回日本肝臓学会総会
男女共同参画委員会特別企画

男女共同参画委員会に何をのぞむか

学会の男女共同参画委員会のミッション
をどう実現するか

～日本腎臓学会からの提言～

平成22年5月27日・山形テルサ

日本腎臓学会男女共同参画委員会委員長

財）田附興風会医学研究所 北野病院腎臓内科

武曾恵理



Goal II

各部門のリーダーとなる医師を性差なく押上
げ、男女共同して腎臓病学の医療、研究、教
育の充実をはかる。

Strategy :人材発掘と登用
役員内の男女均衡アクションによるサポート



男女共同参画委員会での委員登用の方向性

• 男女比は１：２を目指す。

• 年長者はアドバイザーに回ってもらい、実行戦力は
若手を入れる。

• 大学教官、病院勤務医、開業クリニック医、をとる。

• 地方性を考慮

• 学会各委員会委員を併任して学会意思決定に絡む。

• 論文作成業績のあるものは学会誌editorial board 

に推挙

• 次世代のためにオブザーバーを設け、1年共同で働
いていただき、実行委員になるかを決定。

• HPでの公開（写真入り）



学会意思決定機関への参画
（女性会員の参加度）

理事：１／20

監事：１／２０

法人評議員：６／１５０

委員会：編集、財務、専門医制度、渉外、企画
、広報、倫理、の各委員会にⅠ－２名

査読委員：１／４０



Goal  III

あらゆる生活の局面で、腎臓学の高い専門性を維
持してキャリアを途絶えさせないシステムを構築す
る。

Strategy:育児･介護支援（継続的対応）
１）育児中の常勤、非常勤医受け入れ施設の広報
２）現場復帰プロジェクト（卒前、卒後研修委員会）
３）認定医、専門医制度の改変
４）日本透析医学会との連携



北野病院復帰プロジェクト分科会
復帰プログラム例(腎臓内科)

〔　腎臓内科　復帰プログラム〕

○or× 指導下or独立 ○or× 指導下or独立 ○or× 指導下or独立
( )内に○×を記入 (該当を○で囲む) ( )内に○×を記入 (該当を○で囲む) ( )内に○×を記入 (該当を○で囲む)

①外来 ・健診 (　○　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
・一般 (　○　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
・科別専門(腎臓内科) (　○　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立

②病棟 ・入院患者受け持ち (　×　) 指導下・独立 (　×　) 指導下・独立 (　×　) 指導下・独立
・救急対応（日勤） (　×　) 指導下・独立 (　×　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立

☆③から下の欄には各科個別の復帰プランをご記入お願いいたします。

〔③ 透析        〕 〔　日勤　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　○　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　準夜勤 　　　　　　　　　　　　　　〕 (　×　) 指導下・独立 (　×　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　緊急当番(夜間、休日)　　　　　〕 (　×　) 指導下・独立 (　×　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立

〔④ 検査        〕 〔　腎生検(穿刺) 　　　　　　　　　　〕 (　○　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　腎生検(病理)　　　　　 　　　　　〕 (　○　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　超音波 　　　　　　　　　　　　　　〕 (　○　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立

〔⑤  治療手技 〕 〔　ダブルルーメンカテ挿入　　　　〕 (　○　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立 (　○　) 指導下・独立
〔　ＰＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　△　) 指導下・独立 (　△　) 指導下・独立 (　△　) 指導下・独立
〔　シャント手術  　　　　　　　　　　〕 (　△　) 指導下・独立 (　△　) 指導下・独立 (　△　) 指導下・独立
〔　ＣＡＰＤカテ挿入　　　　　　　　　〕 (　△　) 指導下・独立 (　△　) 指導下・独立 (　△　) 指導下・独立
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立

〔⑥               〕 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立 (　　　　) 指導下・独立

☆これより下
の欄は、勤務
条件等です。

△：オプションで施行　
▲；本人申し出により、子供が小学校就学前まで免除
注；社会保険は週基本勤務時間が２５時間以上あることが目安

【網掛欄は必須項目です。全科記入お願いいたします】

非常勤 嘱託
あり；注

全

科

と

も

ご

記

入

願

い

ま

す

　
　
科
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

　
　
こ
の
雛
形
は
4
枠
で
す
が

、
別
紙
追
加
可
能
で
す

勤
務
属
性

常勤 嘱託
あり

非常勤 嘱託
あり

1-3日(　　　　　)
×(　　　)
×(　　　)

3日以上(　　　　　)
△(　　　)
×(　　　)

なし(　　　)

3日以上(　　　　　)
△(　　　)
×(　　　)

２−１２カ月(分割も可能です)

なし(　　　) なし(　　　)

(　　　)カ月～(　　　)カ月 (　４　)カ月～(　１２　)カ月
復帰から１カ月

身分・待遇
社会保険の資格取得　注)

復帰後の経過月

出勤日数（週あたり）
時間外勤務
当直勤務

業務大項目 個別項目

復帰カリキュラム費用徴収

（1ヵ月)

○or× 指導下／独立
( )内に○×を記入 (該当を○で囲む)

(　○　) 指導下・独立
(　○　) 指導下・独立
(　○　) 指導下・独立

(　○　) 指導下・独立
(　○　) 指導下・独立

(　○　) 指導下・独立
(　○　) 指導下・独立
(　▲　) 指導下・独立

指導下・独立
(　　　　) 指導下・独立

(　○　) 指導下・独立
(　○　) 指導下・独立
(　○　) 指導下・独立
(　　　　) 指導下・独立
(　　　　) 指導下・独立

(　○　) 指導下・独立
(　△　) 指導下・独立
(　△　) 指導下・独立
(　△　) 指導下・独立
(　　　　) 指導下・独立

(　　　　) 指導下・独立
(　　　　) 指導下・独立
(　　　　) 指導下・独立
(　　　　) 指導下・独立
(　　　　) 指導下・独立

常勤 嘱託
あり

なし(　　　)

5日以上(　　　　　)
○(　△ )

▲(　　　)

１年以後

（1ヵ月)

（1ヵ月)



学会での復帰プロジェクト支援

• 復帰プロジェクト施設のアンケートによるHP

での公開。（全国13施設が受け入れ中）

• 復帰希望者は直接施設に連絡

• 卒前・卒後研修委員会との連携でプログラム
案を出す。

• 復帰プログラム講習会開催（未実行）



Goal  III

あらゆる生活の局面で、腎臓学の高い専門性を維
持してキャリアを途絶えさせないシステムを構築す
る。

Strategy:育児･介護支援（継続的対応）
１）育児中の常勤、非常勤医受け入れ施設の広報
２）現場復帰プロジェクト（卒前、卒後研修委員会）
３）認定医、専門医制度の改変
４）日本透析医学会との連携



認定医制度改変に向けて

• 専門医を増やすことは学会の使命

• 定款の変更（部分勤務での研修認定に向けて）

旧）週4日以上勤務する期間を研修期間と認定

→

新）勤務日数に応じた研修年度の算定

例：週２日勤務2年で、研修1年とする。

• 認定医制度委員会に男女共同参画委員会から
委員を送って定款変更動議を提出、実現を早め
る。

• 腎臓学会では最初の公的な委員会の実績



Goal IV

職場環境、家庭環境に応じた参加しやすい
学会運営を目指す。

Strategy:育児･介護支援（短期的対応）
学会、研究会での託児所の設置を常態化



Goal IV

職場環境、家庭環境に応じた参加しやすい
学会運営を目指す。

Strategy:育児･介護支援（短期的対応）
学会、研究会での託児所の設置を常態化
→総会（学会主導開催）での

お子様1人一律千円での預かり



Goal V

成長途上の医師が腎臓病と取り組む上での
問題に直面した際、孤立を防ぎキャリア継続
と向上への意欲をサポートする。

Strategy :相談･助言
相談窓口の開設



Goal V

成長途上の医師が腎臓病と取り組む上での
問題に直面した際、孤立を防ぎキャリア継続
と向上への意欲をサポートする。

Strategy :相談･助言
相談窓口の開設→学会会場でのブース開設

相談室の開設



Mission （使命）：より多くの医師が、個々の仕事、生活の多様性を尊重しつつ、

腎臓学への取り組みを通じて男女共同で支える豊かな医療を推進する

Goal （到達目標）とStrategy （方策）
１．次世代の腎臓学の担い手を育てるため、増えている女性医師への啓発、広報をおこなって

専門医志望者の増加をうながしゆとりある医療，研究の場を提供する

・初期研修での腎臓学の啓発と女子医学生への教育（研修セミナーへの参加）

・HPでの、委員会設立広報（設立完了，広報中）

・総会でのシンポジウム開催と展示ブースの開設（実行中）

・国内外の学会との連携 （日本内科学会、日本肝臓学会、ASN)

２．各部門のリーダーとなる医師を性差なく押上げ、男女共同して腎臓学の医療、研究、教育の充実をはかる

・人材発掘と登用 （女性評議員、座長の増加）

・役員内の男女均衡アクションによるサポート (各委員会への女性評議員の参入、理事、評議員の増加）

３．あらゆる生活の局面で、腎臓学の高い専門性を維持してキャリアを途絶えさせないシステムを構築する

・育児中の常勤、非常勤医受け入れ施設の広報（アンケート実施）

・現場復帰プロジェクト（卒前、卒後研修委員会）（第2回アンケート実施）

・認定医、専門医制度の改変（改変完了）

・日本透析医学会との連携 （日本透析医学会男女共同参画委員会との協働）

４．職場環境、家庭環境に応じた参加しやすい学会運営を目指

・託児所の設置を常態化 （実行中）

５．成長途上の医師が腎臓学と取り組む上での問題に直面した際、孤立を防ぎキャリア継続と向上への

意欲をサポート

・相談窓口の開設 （学会ブース、相談コーナー実行中）

日本腎臓学会男女共同参画委員会
Mission（使命）・Goal（到達目標）・Strategy(方策)





今後の展開予定
１．委員会活動のすそ野の広がりを目指して。

 オブザーバー、タスクフォースのノミネーション→委員メンバーの刷新

 男女比の均等化をさらに目指す。

２．評議員メールを通じた活動からのメッセージ

 トップ層、指導者層に向けて。→現状を維持、発展させるために不可欠な施
策であることの認識を徹底。

 若い会員に向けて。→自身の自己実現が社会の豊かな医療に結びつくこと
の確信

３．学術活動への参画の推進

 現委員の各委員会への役割を拡大

 Clinical experimental nephrology(CEN)のeditorial boardへの女性キャリ
ア会員の推薦

 アジア、ＡＳＮ，ＩＳＮ，での協働推進

心がけること
•施策の振り返りを怠らない。
•変化を楽しむ柔軟性を保つ。
•一歩先を見据える視点を持つ



日本腎臓学会男女共同参画委員会
Mission（使命）・Goal（到達目標）・Strategy(方策)

Mission（使命）：
より多くの医師が、個々の仕事、生活の
多様性を尊重しつつ、腎臓病への取り組
みを通じて男女共同で支える豊かな医療
を推進する。


